
ＳＷＡＮＳ研究会：事前資料

HSCサーベイパラメータのまとめ

SWANS観測提案書のパラメータとは違っています

～

 
HSCサーベイパラメータはSWANS以外の様々な
サイエンス班の意見も踏まえて出されたものです

これは確定したものではありません

～

 
今後、来年夏に向けてさらにブラッシュアップを進め
戦略枠観測提案に落とし込んでいくことになります

SWANSとして主張すべき所を検討する必要があります

～

 
パラメータのうちどれは譲れないのか、など

～

 
やりたいサイエンスとの関係で検討する必要あり



HSC survey ”wide”

サイエンス: 重力レンズでDE、AGN探査、銀河団探査、太陽系、etc. 

1789 hours 
= 224 nights 

※

 
SWANSとしては、各天域のデータは同一runで取得するよう希望

（gを今年、rは来年、とかだと時間変動の効果が色選択の邪魔になる）

2000 sq.deg. 



HSC survey ”deep”

サイエンス: 銀河進化、AGN探査、銀河系変光星、太陽系、etc. 

40 sq.deg. 

644 hours = 80 nights 



HSC survey ”ultra-deep”

サイエンス: 高赤方偏移銀河、超新星、GRB、太陽系、etc. 

3.5 sq.deg. 

550 hours = 69 nights 



ＳＷＡＮＳ研究会：講演者皆様へのお願い

個数の見積もりなどに、本資料をご利用ください

～

 
時間的に間に合わなければ無理しなくても大丈夫ですが

これだけは譲れない、ここはなくても大丈夫、などの
パラメータの優先順位を検討してみて下さい

～

 
戦略枠提案に向け、今後サーベイパラメータ見直しがあるので

「天域を狭くしてもいいからY-bandは削らないで」
「少々浅くなってもいいから5band全部やるのが重要」
など、譲れる部分と譲れない部分を強調していただけると
今後のHSC関係の議論にSWANSの主張を織り込みやすく
なります！
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